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総論　基本的人権と向き合う

立憲主義と民主主義の基本を
伝えたい、その想いで
立ち上がった「あすわか」

【青木】諸富先生は明日の自由を守る若手
弁護士の会（以下、あすわか）の創設者の
お一人と伺っておりますが、若手弁護士が
このような会を立ち上げるに至った経緯を
教えていただけますか。

【諸富】出発点は、自民党さんが 2012 年
の 4 月に日本国憲法の改正草案というのを
発表されたのがきっかけでした。当時はま
だ民主党政権時代でしたので、発表された
のを見て、「怖いな」と何となく思ってい
ましたけれども、すぐに何か動き出そうと
いうことではなかったんです。ただ、その
年の 12 月に政権交代が起こって安倍晋三
さんが総理大臣になられると、非常に改憲
に前のめりでしたし、自民党政権に代わっ
たということもあって、同じ年に発表され
たこの改正草案がいよいよ具体的にそれに
変えられるような動きになるんじゃないか
と、とても危機感を覚えたんです。
　弁護士は、それぞれ所属している団体な
どで全国にいろいろつながりは持っている
のですが、その危機感を持った若手のメン
バーで、所属する団体における活動はだけ

でなく、より活動を広げもっと広く憲法の
ことについて伝えるとともに、改憲草案の
危険性を併せて伝えなければいけないん
じゃないかということで、それぞれ連絡を
取り合ったのが 12 月末だったんです。そ
のつながりのなかで、若手という枠組みで
何かそういうような広く伝えるような活動
をしませんか？というような呼び掛けが出
てきました。そのメンバーに私も入ってお
り、最終的には 2013 年の 1 月下旬に、当
時弁護士登録 2 年目から 4 年目の若手の弁
護士が 28 名集まって、「あすわか」を立ち
上げることになりました。
　安倍さんが改憲に前のめりになったとき
に、最初に出てきたのが 96 条の条文を改
正するということが案として出ていまし
た。このことについて、やっぱり立憲主義
の観点からおかしいんじゃないかというこ
とで、学者の方なんかも中心に反対運動も
頻繁に起こったのですが、「あすわか」と
しても何か発信しなあかんねという話をし
てました。
　そして、紙芝居やリーフレットを作成
し、今の日本国憲法における基本的な考え
方である立憲主義と民主主義の 2 つの考え
方について、広く市民に基本から伝えられ
るような活動をしていこうということで始
まった団体が「あすわか」ということに

当たり前だからこそ
学んでおきたい基本的人権
―明日の自由を守る若手弁護士の会（あすわか）
　メンバーからのメッセージ―　
諸富 健
市民共同法律事務所　弁護士・明日の自由を守る若手弁護士の会メンバー

聞き手：青木 美紗（奈良女子大学）
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96 条　この憲法の改正は、各議院の
総議員の三分の二以上の賛成で、国
会が、これを発議し、国民に提案し
てその承認を経なければならない。
この承認には、特別の国民投票又は
国会の定める選挙の際行はれる投票
において、その過半数の賛成を必要
とする。
② 憲法改正について前項の承認を経
たときは、天皇は、国民の名で、こ
の憲法と一体を成すものとして、直
ちにこれを公布する。

なります。2023 年に 10 年となります。紙
芝居やリーフレット作成のほかにも、SNS
での発信も大事だろうねということで、
Twitter、Facebook を中心にそのときど
きの時事問題について、立憲主義と民主主
義に関連させて情報を発信していくという
ことを、日常的に大事な活動として今でも
継続しています。
　また、憲法カフェの開催に各メンバーが
工夫を凝らしながら関わったり、日本国憲
法について学ぶことができるビンゴゲーム
やボードゲームも作製しました。このボー
ドゲームがとても面白くて、憲法のない日
本を舞台にして、各都市に憲法がないがた
めに不幸が訪れます。たとえば、9 条がな
いから戦争が起こったり、13 条がないか
ら個人のそれぞれの尊厳がおびやかされる
みたいなことが起こります。それぞれ不幸
が訪れるなかで kenpo バリアを張って不
幸が訪れるのを防ごうと、皆さんで協力し
て日本を守るというような協力型のボード
ゲームになっています。

立憲主義とは

【青木】市民にわかりやすく伝えるために、
様々な活動をされておられるんですね！日
本国憲法における基本的な考え方は、立憲
主義と民主主義とのことですが、立憲主義に
ついて、わかりやすく教えていただけますか。

【諸富】立憲主義は、基本的には一人ひと
りが生まれながらにして基本的人権を持っ
てるわけですけれども、それを制限すると
いうか制約するのは、基本的には歴史的に
見ても権力者だったんですね。権力者が権
力を振るってしまうことによって一人一人
の人権が守られず、自由が奪われてしまう
という歴史があります。
　一人ひとりの基本的人権を守るために
は、権力者たちの権力を縛ることが必要で、
そのために憲法というのを定めています。
この憲法によって権力者たちの権力を縛る
ことによって、一人ひとりの人権を守るん

9 条　日本国民は、正義と秩序を基調
とする国際平和を誠実に希求し、国
権の発動たる戦争と、武力による威
嚇又は武力の行使は、国際紛争を解
決する手段としては、永久にこれを
放棄する。
２　前項の目的を達するため、陸海
空軍その他の戦力は、これを保持し
ない。国の交戦権は、これを認めない。

13 条　すべて国民は、個人として尊
重される。生命、自由及び幸福追求
に対する国民の権利については、公
共の福祉に反しない限り、立法その
他の国政の上で、最大の尊重を必要
とする。
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だというのが立憲主義の考え方だというこ
とで説明をしてます。
　ですので、憲法の目的は、一人一人の人
権を守ること。そのための手段として憲法
によって権力者の手を縛る。憲法では目的
として基本的人権を守ることが書かれてい
るから、いろんな基本的人権が憲法にはラ
インアップされているのです。
　人権を守るために、権力者の手を縛るた
めには、独裁による権力の行使によって人
権侵害を生み出してしまうということがあ
るので、権力を分散させるために三権分立
が書かれています。これが憲法の基本的な
考え方だと思っています。
　日本国憲法もそれを忠実に守って権力作
用を立法、行政、司法という３つに分散さ
せ、それぞれを国会、内閣、裁判所という
国家機関に分けて担当することによって権
力を分散させています。なぜこのように分
散させるかというと、基本的人権を守るた
めなんだと、そういうような説明をしています。
　先ほど紹介させていただいた紙芝居なん
かは、まさにそれを解説するようなものに
なっていて、「王様を縛る法～憲法のはじ
まり～」と書いており、大日本帝国憲法と
日本国憲法をモチーフにしています。権力
を集中して一手に持ってる昔の王様に代
わって新しい王様が、新しい憲法を作るん
だけれども、その憲法を使って権力を振る
うという事例を出し、大日本帝国憲法を説
明しています。大日本帝国憲法は外見的立
憲主義なんて言われたりしていました。一
応、権力を分散したりはするけれども、ま
た人権についても言及しているんだけれど
も、「法律の範囲内」っていう限定をつけ
ていることから、時と場合によっては権力
者がかなり権力を集中して市民の人権をい
ろいろ制約してしまうっていうことがあり
ました。でも、それは権力者が作った憲法

だからそういうふうになっちゃってるの
で、市民みんなで話し合って作った憲法に
よって、みんなで一人ひとりの人権を守り、
それによって権力者の手を縛ろうというこ
とで作ったのが日本国憲法だということで
紙芝居では説明しています。この紙芝居、
基本的人権を考えるうえでも、憲法につい
て学ぶ上でも、今でも多くの方から好評い
ただいてるツールになってます。

憲法を守る義務があるのは
国民ではなく権力者

【青木】基本的人権の尊重は、日本国憲法
の根幹でもあり、市民一人ひとりがお互い
の人権を尊重し合うことで、権力者が権力
を集中させないようにしていくものである
ということですね。憲法と法律は全く違う
ものであり、憲法は市民を権力者から守る
ものであるということがわかりました。
　2012 年に自民党から改正案が出され、
昨今、また憲法改正に向けた動きが加速し
ているように見えますが、弁護士という立
場から「怖いな」と思われた理由を教えて
いただけますか。

【諸富】実はすべての弁護士が憲法に関心
を持ってるというわけではありません。弁
護士になるために、皆司法試験受けるわけ
ですけれども、試験の科目として憲法は必
須なので、どの実務家も憲法は必ず学習は
してるんです。ただ、実務家になると、憲
法を使って仕事をするということはほとん
どありません。裁判をしても民事関連の内
容だと、お金返してくださいとか、モノを
返してくださいとかで、憲法の出番がほと
んどないのです。あとは刑事関係だと憲法
がストレートに関わることもあるんですけ
れども、憲法を使って仕事をする機会が少
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なくなるものですから、憲法に関心を持た
ない実務家も結構実は多いんです。
　しかし一方で、政治的にはいろんなとこ
ろで憲法が関係してくるというのもあるの
で、関心を持ってる弁護士もたくさんいま
す。そのなかの若手が、若手の枠組みで何
かしたいということで「あすわか」を立ち
上げたということなのですが、それ以外の
ベテランの弁護士でも当然改憲草案につい
てはとても危険だというふうには思ってる
人はたくさんいます。すなわち若手だけ
じゃなくて、憲法に関心を持ってるいろん
な弁護士が軒並みこの改憲草案は危ないと
思ったわけです。
　それはなぜかというと、一言で言うと
やっぱり立憲主義を覆す内容になってるか
らではないかというふうに考えています。
端的に私が最初に思ったのは、99 条の条
文が改正対象になっており、憲法を尊重し
なければならない人が、権力者から国民に
変更されていたことに違和感を覚えました。
　よく憲法カフェなんかで憲法について説
明するときに、最初は○×クイズをするん
です。その質問項目の一つに「国民は憲法
を守らなければいけない。○か×か」とい
うクイズがあり、私は答えを×と一応して
います。なぜなら、憲法を守るのは権力者
のほうであって、国民は守る義務があるわ
けではないからです。

　それは 99 条に書いてあります。天皇、
摂政から始まって国会議員、大臣、裁判官、
その他の公務員はこの憲法を尊重し擁護す
る義務があると書かれていますが、ここに
は国民が入ってませんよねと。なので、答

えとしては×にしてるんですっていう説明
をするのですけれども、2012 年に出され
た自民党の改憲草案は、真っ先にこれを変
えていました。天皇、摂政が省かれている
と同時に、国民はこの憲法を尊重しなけれ
ばいけないみたいな、国民に憲法を守る義
務を与えるというふうに変えてるんです。
まずそれを見て、今までのクイズの正解が
真逆になる思ったし、この 99 条以外にも、
あちこちに、とにかく権利だけじゃなくて
義務が必要だっていう発想からいろんな義
務を国民に付与する内容になっています。
そういう観点からも今の日本国憲法の基本
的な性質を根本から覆すような内容になっ
てしまってるなと。そこにやはりとても怖
さや危険を感じましたので、それを多くの
人に伝えられるような活動、逆に言うと、
今の憲法の大切さを伝えることにもなるな
と思っています。

基本的人権によって
守られていること

【青木】憲法を守る義務があるのは権力者
であるということを、多くの市民が認識す
る必要がありますね。しかし、このことが
しっかりと根付かないなか、新型コロナウ
イルス感染症のことを契機に、緊急事態条
項の創設など、市民の基本的人権の根底を
揺るがすようなことになりかねない動きが
あるように感じます。もし現憲法における
基本的人権がなくなってしまった場合、ど
のようなことが起こりうるのか、具体的に
教えていただけますか。

【諸富】基本的人権がなくなった状況を、
今すぐに想像することは難しいかもれませ
んけれども、権力が権力者に集中してきた
り、緊急事態のようなことを口実にして市

99 条　天皇又は摂政及び国務大臣、
国会議員、裁判官その他の公務員は、
この憲法を尊重し擁護する義務を負
ふ。
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民の生活や人権が制限されても当たり前み
たいな状況になってきている中で、基本的
人権が日本国憲法から削除されてしまう
と、緊急時には権力を乱用し市民の行動な
どを強制力をもって制限することができて
しまいます。
　今回の新型コロナウイルス感染症では、
皆さんが自主的に我慢したっていうのがあ
りましたけれども、その行動制限を根拠付
けるといいますか、もう憲法に書いてある
からそれに従って皆さんは行動を守ってく
ださいと、科学的根拠がなくても強制力を
もって権力者が市民の行動に制限をかける
ことが可能になってしまいます。公共の福
祉に反しない限りという制約も場合によっ
てはありうることは憲法にも書かれていま
すが、あくまで憲法に則ったうえで、法律
を制定し感染症に対する措置をとることに
よって、基本的人権は守られるということ
になります。
　じゃあその公共の福祉は何かというと、
基本的には人権同士が衝突するような場面
のときに、それを調整する原理なんだとい
う説明がなされます。今回のケースでは、
人命と営業や行動の自由が衝突したわけで
すが、その場合には議論し調整することが
必要になるということです。
　他の事例としては、ちょっと想像しにく
いかもしれませんけれども、戦前の日本が
あります。大日本帝国憲法には人権が書か
れていたにもかかわらず、それに対しての
制限がいろいろありました。分かりやすい
のは治安維持法です。この法律があったこ
とによって、国体に反する思想を持ってる
だけでも逮捕されてしまって、最悪の場合、
死に至らしめるようなことだって戦前は生
じていました。この状況はそのあとの戦争
にもつながっていきますけれども、物も自
由に使えないとか、自由に発表も発言もで

きないというようなことも含めていろんな
自由が制限されていってしまうということ
が日本でもあったことですよね。
　そういう意味では今はあんまり基本的人
権の重要性を意識してないかもしれません
けど、健康と同じで、それを失って初めて
その価値が分かるみたいなところはあるの
かなというふうには感じたりはしています。

【青木】普段意識せずとも基本的人権が守
られる環境があるのが一番理想かもしれな
いですが、あたり前の重要性を、この機会
に見直すことが大事かもしれませんね。私
は食料や農業を研究していますが、食べ物
は当たり前すぎて、その生産や流通への関
心は意外と低いなと感じています。しかし
なくなれば、生きていけません。基本的人
権も「当たり前のもの」としてではなく、
失うかもしれないという意識を持っておく
ことが必要かもしれません。

【諸富】いきなり何もかも失ってしまうな
んてことはないとは思いますけれども、そ
ういうようなことができるような種を少し
ずつまいていくというようなことは実際に
あり得るのかなと思っています。そういう
意味では、今お話に出た、緊急事態条項っ
ていうのは、本当に一人一人の人権が簡単
に奪われる可能性があるものではないか
と、かなり危機感を覚えています。
　市民に知ってもらいたいと思いリーフ
レットも作成しました。いろいろな形での
議論が、もしかすると今後展開されるのか
もしれませんので、具体的にどういう案に
なるのかっていうことによっても、恐らく
緊急事態条項の内容の程度っていうのは変
わるんだろうとは思うのですが、少なくと
も今回、私たちが作ったリーフレットは、
自民党さんが 2018 年に改憲 4 項目という
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ことで絞って、今変える必要があるものな
んだということで提案されてきたものに対
するものなんです。
　４項目というのは①自衛隊の明記という
のと、②緊急事態条項の創設、③参議院選
挙における「合区」解消、あと④国家によ
る教育環境の整備の 4 つになります。その
うちの緊急事態条項の条文案を見ると、今、
話題になっている議員の任期延長のことが
書かれているのが一つと、もう一つは、国
会で法律を制定する時間がないときには、
内閣が政令を制定することができるという
定めになっています。要は緊急事態と内閣
総理大臣が決めたときには、国会をすっ飛
ばして法律を定めてもいいということにな
りますので、最初の立憲主義のところで申
し上げた権力分立を一部なくすということ
を意味します。
　緊急事態を理由にして、国会を飛ばして、
内閣だけで政令を制定できるんだというこ
とになれば、政治部門における一部独裁を
認めてしまうということになります。また、
政令を制定するとしか書いていませんの
で、基本的人権を制約することも、特に縛
りはないんですよね。そうすると、内閣の
独裁によって人権制約を認めるようになっ
てしまいます。
　「緊急事態」の定義次第っていうのもあ
るかもしれませんが、「緊急事態」を口実
にして、安易に人権を制限できることにな
れば、今回の新型コロナウイルス感染症の
制限ももっと強制的なものになると考えら
れます。権力者の行動をきちんとチェック
をするような形を取らないと、本当に取り
返しがつかないことになってしまうかもし
れないと思っておりますので、憲法改正の
国民投票が現実となった場合に備えて、き
ちんと皆さんが判断できるように、新しい
形で情報を伝えていくということが、「あ

すわか」メンバーにとっても大事なことか
なというふうに思っています。

【青木】そうですね、憲法改正となると、
衆議院と参議院それぞれで 3 分の 2 以上の
賛成、そして国民投票で過半数の賛成が必
要になりますが、選挙や国民投票の前に、
市民一人ひとりが情報を集め判断材料を増
やす必要があると思います。

SNS やインターネットを判断材料の
収集やコミュニケーションの
活性化に活用

【青木】情報の取り方は本当に大事だなと、
この数年、特に感じています。メディアの
情報や入手しやすい情報を鵜呑みにするの
ではなく、そこで出されていない情報を、
原著にあたったり、書籍を読んだり、セミ
ナーや勉強会に行ってみたりと、時間と費
用をかけて集め判断材料を増やす努力が必
要だなと…
　あすわかのメンバーの方は YouTube な
どでも憲法に関する動画発信をしてくだ
さっており、学生からもわかりやすいと好
評です。また、各都道府県の弁護士会がホー
ムページなどで声明をだしてくださってい
るのも、参考になったり勇気をもらうこと
があります。
　2022 年 4 月から成人年齢が 18 歳に引き
下げられましたが、若い人達に向けてのア
ドバイスや期待はありますか。

【諸富】対面での話し合いみたいなことが
少なくなってきて、分断されているような
側面があり、民主主義の根幹を揺るがされ
るんじゃないかという懸念がある一方で、
WEB 会議が発達して物理的に離れていて
もつながることができるようになりまし
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た。若い人たちを中心に、SNS などを使っ
て自ら発信することがより容易になってき
たわけですが、これは民主主義を進める 1
つのあり方でもあるのかなと感じていま
す。政治家や国会議員、地方議員だけで議
論するのではなく、あるいは一方的な報道
だけを聞いて判断するのではなく、自ら意
見を述べて、議論を戦わせるということは、
民主主義の基本でもあると思うので、そう
いう意味で、コミュニケーション手段が増
えたという点では、民主主義がより豊かに
なっていく可能性も秘めていると思います。
　しかし、よく SNS に関して弊害として
挙げられるのは、流れてくる情報がそれ
ぞれの好みに合わせた形で、情報がコン
トロールされているという点です。今の
GAFA みたいな巨大なプラットフォーム
が、そのビッグデータを活用するなかで、
いかに効率的に末端にいる消費者たちに特
定の情報を届けるのかという視点を持って
いますので、この場合は届けられる情報が
ある程度コントロールされてしまうことに
なります。その結果、一人ひとりが偏った
情報しか得られなくなり、その偏った情報
に基づいて発信すると、それこそ偏った情
報だけが繰り返されていってしまいます。
このことは民主主義にとっては、逆にマイナ
スなことになるんだろうなとは思っています。
　本当にいろいろな情報に触れる、情報の
公開性、透明性が確保されることはとって
も大事なことだと思いますし、自由に発信
することで自由に議論できるような関係を
作っていくことっていうことは、民主主義
にとって大事なんだろうなと思っていま
す。成人年齢が引き下げになって、高 3 の
人たちが成人扱いされて、ある意味責任も
課されるということになりますので、いか
に多角的に情報を入手できるかっていうこ
とはとても大事なことだと思います。実際

にそのこともあって、「あすわか」でも親
しみを持ってもらいやすいような情報発信
を心がけています。

一人ひとりが尊重されるという
基本的人権

【青木】入手できる情報の質は本当に重要
ですし、偏見を持たずいろんな情報にあ
たってみるという姿勢が大事ですね。
　最後に、弁護士法第一条第 1 項に「弁護
士は、基本的人権を擁護し、社会正義を実
現することを使命とする」と書かれていま
すが、弁護士という立場から見て基本的人
権とはどのようなものでしょうか。

【諸富】憲法 13 条の条文の内容そのものだ
と思います。個人一人ひとりの個性が大事
にされる、どんな人であっても尊重されな
ければいけないというのが、基本的人権の
出発点なんだろうと考えています。
　よく個人っていうのを大事にするって言
い方すると、わがままを言ってもいいと勘
違いされますが、それは利己主義であって、
基本的人権が意味する個人主義とは違うも
のです。基本的人権が意味する一人ひとり
を大事にするということは、自分だけじゃ
なくて他の人も含めて一人ひとりを大事に
するという意味です。自分のことだけでは
なくて、どの人であっても一人ひとりを大
事にしていくこと、これが基本的人権であ
り、したがって、簡単にはそれを侵害して
はならない、憲法で変えてはならない、永久
不可侵の権利なんだということだと思います。

【青木】貴重なお話ありがとうございまし
た。一人でも多くの人に、当たり前にある
基本的人権についてじっくりと考えてもら
えればなと思います。


